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内容：保護者と子どもが読書をともにすることによって、子供の初期の言語と

識字能力の発達をサポートすることは十分に立証されている。それらの文献の

ほとんどは、就学前の期間中の読書体験に焦点を当てている。乳児期のそのよ

うな慣行の性質と重要性についてはあまり知られていない。したがって、この

研究の目的は、アイルランドで育った大規模なコホート研究で、親と乳児の間

の識字能力を調べることであった。面接、調査、および子供の言語スキルの直

接測定を使用して、子どもが生後 9 か月のときの親の読みきせによる読書習慣

が生後 36 か月の子どもの表現力のある語彙を予測したかどうかを調べた（N = 

9171）。回帰分析によると、アイルランドの子どもたちの約 80％が生後 9 か

月に親に本を読まれている。子どもと一緒に読書をする可能性が高い家族の特

徴は、より高い学歴、より少ない抑うつ症状、および質の高い母国語環境を報

告する家族（例えば、日常の活動中に子どもとより多く話すことを報告し



た）。さらに、9 か月で読まれた子供は、9 か月と 36 か月の両方で測定された

社会人口統計と家庭の識字環境の共変量を考慮した後でも、36 か月でより強い

表現力のある語彙スキルを持っていた。結果は、子どもの環境の近位および遠

位の要因が幼児期の識字能力の発達に影響を与えるためにどのように収束する

かを説明するために、生物生態学的フレームワークを使用して説明されてい

る。 

感想：アイルランドでは高い割合で親が子に読み聞かせを行っていることを知

った。読み聞かせを行う親はより高い学歴、より少ない抑うつ症状、および質の

高い母国語環境を報告するという特性を持つとわかった。そのため生後 36ヶ月

の語彙発達に大きく影響を及ぼしているのはそのような特徴を持った親の教育

であり、生後 9 ヶ月の読みかせは、その内の１つにすぎないと感じた。 


